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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセス制御システムの制御ループタイミングを調整する方法において、
　プロセス制御システム内の第１のプロセス制御装置を介して生成された第１の入力信号
を受信する工程と、
　前記第１の入力信号が、制御ループの第１の予定時間枠の間に受信されたか否かを前記
プロセス制御システム内で判定する工程と、
　後に続く入力信号が、前記制御ループの後に続く予定時間枠の間に受信されるように、
前記第１のプロセス制御装置から受信される前記後に続く入力信号のタイミングを、前記
プロセス制御システム内で調整する工程であって、前記後に続く入力信号の前記タイミン
グは、少なくとも前記第１の入力信号が受信された時間に基づいている、タイミングを調
整する工程と、から成る方法。
【請求項２】
　前記第１の入力信号は、前記制御ループの第１のサイクルに対応しており、前記後に続
く入力信号は、前記制御ループの第２のサイクルに対応している、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記後に続く入力信号は、前記第１の入力信号が、生成された後で、前記第１のプロセ
ス制御装置を介して生成される、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記制御ループは、第１の時間に、前記第１の入力信号内に含まれる情報に少なくとも
部分的に基づいて制御動作を計算する、請求項１～請求項３の何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の入力信号は、前記制御ループの前記第１の予定時間枠の間で受信されるか否
かを判定する工程は、前記第１の入力信号が、受信された時間と、前記第１の予定時間枠
の中の或る時間と、の間の時差を計算する工程を含んでいる、請求項１～請求項４の何れ
か１項に記載の方法。
【請求項６】
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　前記第１の予定時間枠の中の時間は、前記第１の予定時間枠の始点時間、前記第１の予
定時間枠の終点時間、又は前記第１の予定時間枠の前記始点時間と前記終点時間の間の時
間、の少なくとも１つを含んでいる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の入力信号は、前記第１の予定時間枠から外れて受信されることを判定する工
程に応えて、前記第１の入力信号は、前記第１の予定時間枠から外れていることを示す診
断信号を生成する工程を更に備えている、請求項１～請求項６の何れか１項に記載の方法
。　
【請求項８】
　前記第１の入力信号を受信するより前に、前記制御ループが、前記第１の入力信号内に
含まれる情報を利用する時間に対応する第１の時間を特定する工程と、
　前記第１の入力信号を受信するより前に、前記制御ループが、前記第１の入力信号に関
連付けられる出力信号を伝送する時間に対応する第２の時間を特定する工程と、
　前記第１の入力信号を受信した後で、前記第１の入力信号が受信された時間に対応する
第３の時間を識別する工程と、を更に備えている請求項１～請求項７の何れか１項に記載
の方法。
【請求項９】
　前記第１の入力信号又は前記出力信号の少なくとも１つの優先度を判定する工程であっ
て、
　前記優先度が、高い優先度の出力信号であれば、前記制御動作を前記第２の時間に前記
出力信号を介して前記第１のプロセス制御装置又は第２のプロセス制御装置の少なくとも
１つへ伝送し、
　前記優先度が、低い優先度の出力信号であれば、高い優先度の出力が、前記第１のプロ
セス制御装置又は前記第２のプロセス制御装置の少なくとも１つへ伝送された後で前記出
力信号を伝送し、
　前記優先度が、高い優先度の入力信号であれば、前記第１の入力信号は、前記制御ルー
プの前記第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを判定し、
　前記優先度が、低い優先度の入力信号であれば、前記第１の入力信号は、他の入力信号
が、前記第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを判定した後で、前記制御ループの前
記第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを判定する、優先度を判定する工程、を更に
備えている請求項１～請求項８の何れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記低い優先度の出力信号は、比較的に長期間の間に生成される出力信号を含んでおり
、
　前記高い優先度の出力信号は、前記制御動作を含んでおり、
　前記低い優先度の入力信号は、ディスプレイ内に含まれる監視入力又は前記制御動作に
関連付けられない入力の少なくとも１つを含んでおり、
　前記優先度の高い入力信号は、前記制御動作に関連付けられるフィールド装置からの入
力を含んでいる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記後に続く入力信号の前記タイミングは、第１の時差と第２の時間の平均を判定する
工程に基づいている、請求項１～請求項１０の何れか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の時差は、前記第１の入力信号が受信された時間と、前記第１の予定時間枠の
中の或る時間と、の間の時差に基づいており、前記第２の時差は、以前の入力信号が受信
された時間と、以前の予定時間枠の中の或る時間と、の間の時差に基づいている、請求項
１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記後に続く入力信号の前記タイミングを調整する工程は、
　中間の入力信号が、中間の予定時間枠のより近くで受信されるようにするために、前記
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後に続く入力信号を受信する工程より前に、前記第１のプロセス制御装置から受信される
前記中間の入力信号のタイミングを漸進的に調整する工程と、
　前記後に続く入力信号が、前記後に続く予定時間枠の間に受信されるようにするために
、前記第１のプロセス制御装置から受信される前記後に続く入力信号の前記タイミングを
漸進的に調整する工程と、を含んでいる、請求項１～請求項１２の何れか１項に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記第１の入力信号が、前記第１のプロセス制御装置によって生成される時、又は前記
第１の入力信号が、データ取得装置によって受信される時、の少なくとも１つの期間に、
前記第１の入力信号にタイムスタンプを付与する工程と、
　前記第１の入力信号がタイムスタンプを付与される時と、前記第１の入力信号が受信さ
れる時と、の間の時間の期間を計算する工程と、
　前記第１のプロセス制御装置から前記第１の入力信号を受信するコントローラまでのプ
ロセス制御通信パスに関連付けられる品質を、前記時間の期間から判定する工程と、を更
に備えている、請求項１～請求項１３の何れか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　プロセス制御システムの制御ループタイミングを調整するにおいて、前記装置は、
　第１のプロセス制御装置から発生する第１の入力信号が、制御ループの第１の予定時間
枠の間に受信されるか否かを判定し、
　後に続く入力信号が、前記制御ループの後に続く予定時間枠の間に受信されるように、
前記第１のプロセス制御装置から受信される前記後に続く入力信号のタイミングを、プロ
セス制御システム内で調整し、前記後に続く入力信号の前記タイミングは、少なくとも前
記第１の入力信号が受信された時間に基づいている、タイミングを調整する、スケジュー
ラを備えている装置。
【請求項１６】
　前記制御動作は、前記第１のプロセス制御装置によって測定される前記プロセス制御シ
ステムに関連付けられるプロセスに変化を引き起こすように前記第２のプロセス制御装置
を作動させる命令を含んでいる、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第１のプロセス制御装置によって生成される前記第１の入力信号又は前記後に続く
入力信号の少なくとも１つを受信し、
　前記第１の入力信号を受信した後、前記第１の入力信号にタイムスタンプを付与し、
　前記制御ループプロセッサによって生成される前記出力信号を受信し、且つ前記出力信
号を前記第１のプロセス制御装置又は第２のプロセス制御装置の少なくとも１つへ転送し
、
　前記第１の予定時間枠の間に前記第１の入力信号を前記スケジューラへ転送し、
　前記制御ループの前記第１の予定時間枠の間に、前記第２の出力信号を前記レシーバへ
転送する命令を含んでいる、前記タイミング調整メッセージを前記スケジューラから受信
し、
　前記制御ループの前記第１の予定時間枠の間に前記後に続く入力信号を前記スケジュー
ラへ転送する、データ取得モジュールを更に備えている、請求項１５又は請求項１６に記
載の装置。
【請求項１８】
　前記スケジューラは、
　前記第１の入力信号又は前記出力信号の少なくとも１つの優先度を判定し、
　前記優先度が、高い優先度の出力信号であれば、前記制御動作を前記第２の時間に前記
出力信号を介して前記第１のプロセス制御装置又は前記第２のプロセス制御装置の少なく
とも１つへ伝送し、
　前記優先度が、低い優先度の出力信号であれば、高い優先度の出力が、前記第１のプロ
セス制御装置又は前記第２のプロセス制御装置の少なくとも１つへ伝送された後で前記出
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力信号を伝送し、
　前記優先度が、高い優先度の入力信号であれば、前記第１の入力信号は、前記制御ルー
プの前記第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを判定し、
　前記優先度が、低い優先度の入力信号であれば、前記第１の入力信号は、他の入力信号
が、前記第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを判定した後で、前記制御ループの前
記第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを判定する、スケジューラである、請求項１
７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記スケジューラは、
　前記第１の入力信号が、前記データ取得モジュール又は前記第１のプロセス制御装置の
少なくとも１つによってタイムスタンプを付与される時と、前記第１の入力信号が前記ス
ケジューラによって受信される時と、の間の時間の期間を計算し、
　前記第１のプロセス制御装置から前記スケジューラまでのプロセス制御通信パスに関連
付けられる品質を、前記時間の期間から判定し、
　前記第２の時間の期間が、閾値を超える場合には、前記プロセス制御パスは、待ち時間
を有していることを示し、
　前記通信パスは、品質問題を有していることを示し、
　前記プロセス制御通信パスの前記品質問題又は前記待ち時間の少なくとも１つを含む診
断メッセージを生成する、スケジューラである、請求項１７又は請求項１８に記載の装置
。
【請求項２０】
　命令をその上に記憶して有している、機械でアクセス可能な媒体であって、実行される
時に機械に、
　プロセス制御システムの第１のプロセス制御装置を介して生成される第１の入力信号を
受信させ、
　前記第１の入力信号が、制御ループの第１の予定時間枠の間に受信されるか否かを、前
記プロセス制御システム内で判定させ、
　前記後に続く入力信号が、前記制御ループの後に続く予定時間枠の間に受信されるよう
にするために、前記第１のプロセス制御装置から受信される後に続く入力信号のタイミン
グを、前記プロセス制御システム内で調整させる媒体であって、前記後に続く入力信号の
前記タイミングは少なくとも第１の入力信号を受信した時間に基づく、機械によるアクセ
ス可能な媒体。
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